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ひとりでも多くの方のご協力をよろしくお願い申し上げます。

野球道具のご寄付
但し、バット、衣類・靴類のご寄付は
新品に限りお受けしております。

講演のご依頼
３月までの予定は決まっておりますので、
４月以降の日程でご検討ください。

　ネパール野球を応
援していただける方
を広く募集いたして
おります。

　お知り合い・ご友
人の方々にもネパー
ル野球をご紹介いた
だけるとありがたい
です。

会員・スポンサー募集中

当会はの活動は会費、寄付金で
成り立っております。

スタッフ募集中

活動をお手伝いいただけるスタッフ
を募集いたしております。

「これがボールです」。1999年9月にアマシン・セカンタリースクールの生徒20人への道具の説明から活動が始まる。

世界野球ソフトボール連盟総会（2019年）



退任のご挨拶

　平素はネパール野球ラリグラスの会に温かいご声援を賜りましてありがとうございます。「ラリグ
ラス通信２０１９年度号」を発行するにあたり、ご挨拶を申し上げます。

　さて、私は２００４年から理事長（ＮＰＯの法人格を取得する以前は代表）を務めてまいりました
が、このたび、１２月１日に開催された２０１９年度の定時総会をもって、新たにこれまで副理事長
であったイッソー・タパが理事長に就任することとなりましたので、ご報告申し上げます。

　既にご案内のとおり、当会は本年で活動開始から２０周年を迎えました。当会では、活動開始当初
より、活動２０年で現地の方々による自立した運営を行うことを目標に活動を続けてまいりました。
このような事情から、当会では２０１４年頃からその目標に見合う体制作りを計画しており、活動開
始２０周年を迎えるのを機に、前述の理事長交代を行うに至りました。私の任期は定時総会の時まで
でございましたが、活動開始２０周年の日である本年９月８日を機に業務の引き継ぎを始め、総会で
の交代に繋げていく準備を進めてまいりました。なお、その他の現任役員についてはほぼ変更は無い
ほか、新たにネパール人を含めた６名の理事を加え、これまでと同様に日本の団体としてネパール野
球の更なる発展を支援してまいります。また、私は新たに顧問に就任することといたしました。理事
長が交代いたしました今後は、イッソー・タパを理事長としてネパールにおける野球のより一層の発
展を目指し、一致団結して活動を進めてまいります。

　今回の交代に至った背景には、ネパール野球はネパールの活動であるという考えがございます。特
に、ここ１、２年におきましては、ネパール野球ソフトボール協会をはじめとした現地の方々による
活動も充実してきております。例えば、本年７月にスリランカで開催されました第１４回ＢＦＡ西ア
ジア野球大会におきましても、ネパールが大会に出場するための準備に当会はほとんど関わっておら
ず、様々な問題を抱えながらも、現地の方々の手によって準備が進められました。このような状況の
中で、日本人である私が理事長として行動することが、ネパール野球を「自立」という目標から却っ
て遠ざけているような懸念も抱いておりました。そのような意味でも、ネパール人をトップに置いた
方が簡潔で分かりやすいと考えております。また、もう一つの観点として、次世代の育成という意味

もございます。ネパールでも日本でも今後のネパール野球を担う若い人たちが増えてきており、そう
いった人たちにより一層活躍して欲しいとの思いもありました。

　当会は、これまで２０年間にわたり現地の人々による自立したネパール野球を目指して活動を続け
てまいりましたが、これからがその自立に向けた本当のスタートです。当会では、今回の理事長交代
を機に、次の１０年間の中でネパール人のネパール人によるネパール人のためのネパール野球をイッ
ソー・タパを中心に築き上げてまいりたいと存じます。

　最後に、これまで当会を応援していただいた皆様に心から感謝するとともに、新体制となりました
今後も引き続きご支援・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラスの会　顧問

就任のご挨拶

　平素はネパール野球ラリグラスの会に温かいご声援を賜りましてありがとうございます。

　このたび、当会の理事長に就任いたしましたイッソー・タパです。２０年の長きに渡り活動を続けてき
た当会で理事長という重責を担うこととなり、身が引き締まる思いをいたしております。理事長就任にあ
たり、この場をお借りいたしまして、ご挨拶を申し上げます。

　私は故郷のポカラで１３歳の時にラリグラスの会の活動がきっかけで野球と出会い、それからずっと野
球を続けてまいりました。そして、２００９年には初めて日本に来て、独立リーグのトライアウトを受け
るなど３週間にわたり、日本で野球を学ぶ機会を得ました。これが大きな転機となり、その後、関西独立
リーグでプレーしたり、国際大会へ出場するなどの経験を積みながら、ラリグラスの会の活動にも携わっ
てまいりました。

　今後は理事長として、これまでの２０年間にわたる活動を土台にして、ネパール野球発展のためにより
一層尽力してまいりたいと思います。まだまだ若輩者で至らぬ点も多々あるとは思いますが、今後ともネ
パール野球に暖かいご声援をよろしくお願い申し上げます。

ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラスの会　理事長

イッソー・タパ　　　　　　　　　　　　　

2019年11月30日　朝日新聞

新聞での紹介

２ ３

体制変更の前日に当会に関する記事が掲載されました。

※会の名前の由来

　「ラリグラス」とは「シャクナゲ」という意味で、ネパールの国花です。1999
年に活動を始めた私たちは、ヒマラヤの岩石にしっかり根を張って生息する「ラリ
グラス」にならい、ネパール人、日本人などネパール野球に関わる全ての人が一丸
となって揺らぐことの無い根を下ろした活動を続けること、そして野球がネパール
に根付き大輪の花を咲かせる日が来ることを願って2004年に命名いたしました。
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　２０１９年１２月１日に大阪市の難波市民学習センターで
２０１９年度の定時総会を開催いたしました。
　本総会の終結をもちまして、２００４年より理事長（ＮＰ
Ｏの法人格を取得する以前は代表）を務めてきた小林洋平に
変わり、イッソー・タパが新たに理事長に就任いたしまし
た。その他にも新任の理事らを加え、当会は新たな体制で今
後の活動を進めてまいります。
　なお、今回の理事長交代等に関しては、ネパールでも新聞
やインターネットのニュースなど約１０件のメディアで取り
上げられました。

当会新理事の来日

　前項でもご紹介いたしましたとおり、当会は６名が新たに理事として加わりました。この内、
ローシャン・タパおよびナワラジ・ブジェルはネパールに在住しております。今回、両名は理事
に就任するのを機に、当会定時総会および後述する「世界野球ソフトボール連盟総会」や「ワー
ルドマスターズゲームズ2021関西」のエキシビション試合への参加のため、１１月１９日から１
５日間に渡り来日いたしました。

来日した新理事

ローシャン・タパ

　少年野球クラブチーム「バ
クタプル・ライジングスター
ズ」の代表者として子どもた
ちに野球の指導をするほか、
本年７月の西アジア野球大会
ではネパール代表チームの
コーチを務めた。

ナワラジ・ブジェル

　ポカラ・ベースボールクラ
ブの代表者。
　当会が活動を始めた当初か
らプレーをしているネパール
では最古参の選手。2013年の
西アジア野球大会にネパール
代表選手として出場。

当会の新たな体制

【理事長】 イッソー・タパ（転任）
【副理事長】 赤松弘章、重田大輝（転任）
【理事】　  平井友之、加藤直樹、秌田佳紀、大洞 裕和、

三上真里奈、藤岡恭兵、山脇佑介、鈴木秀利、
（以下、新任）藤森稔人、西尾匠、
ローシャン・タパ、ナワラジ・ブジェル、
アムリット・ポカレル、アルジュン・シュレスタ

【監事】 下地和巳
【顧問】 小林洋平（転任）

スジーワ・ウィジャヤナーヤカ（新任）

４ ５

　定時総会と同じ１２月１日に大阪市のSTADIUM CAFE SPORTS BARで当会の活動開始２０周
年記念パーティーを開催いたしました。
　パーティーでは、２０年間の活動を振り返る動画の上映や新旧理事長の挨拶のほか、参加者の
皆さんでネパールのダンスを踊る場面もございました。
　また、当会の２０周年に対して国内外の野球関係者などから寄せられたお祝いのビデオメッ
セージが披露されました。

ビデオメッセージをいただいた主な方々（敬称略）

　- ホテルホリデイの皆さん
　- ネパールの選手・コーチの皆さん
　- シリクール・スクールの皆さん
　- クリシナ・ダハル（ネパール連邦議会議員）
　- ピタンバル・ティムシナ
　　　（ネパール国家スポーツ評議会副委員長）
　- 六角彩子（侍ジャパン女子選手）
　- 出合祐太（北海道ベースボールアカデミー代表）
　- アリ・シャー（パキスタン野球連盟会長）
　- アブラハム・キー（ポニー野球ソフトボール協会会長）
　- リカルド・フラッカリ（世界野球ソフトボール連盟会長）
　- 辜仲諒（台湾野球協会会長）
　- 彭誠浩（アジア野球連盟会長）
　- 王貞治（世界少年野球推進財団理事長）
　- 野中寿人（スリランカ代表監督）
　- 清水直行（琉球ブルーオーシャンズ監督）

来日中の活動

　両名は日本滞在中、主に以下のような活動を行いました。

　・世界野球ソフトボール連盟総会 ・ネパール交流野球教室
　・大阪経済法科大学訪問 ・甲子園球場見学

　・当会の定例会および総会　
　・ラリグラスの会20周年記念パーティー
　・「ワールドマスターズゲームズ2021関西」のエキシビション試合

　上記のうち大阪経済法科大学訪問につきましては、同学がこれまでに何度かネパールでの海外研修を行
なっており、その際に、ローシャン・タパ、ナワラジ・ブジェルが現地のコーディネーターとして研修の
お手伝いをいたしました。その縁もあり、今回、同学を訪問して学生たちとの交流を行いました。
　また、世界野球ソフトボール連盟総会およびワールドマスターズゲームズ2021関西につきましては、次

ページ意向をご参照ください。

ローシャン・タパ、ナワラジ・ブジェルの言葉

　ラリグラスの会の２０周年を心からお祝いいたします。
そして、私たちを理事に任命していただいたことに感謝い
たします。今後は理事としてネパール野球発展のためによ
り一層尽力したいと思います。今後ともよろしくお願いい
たします。

大阪経済法科大学訪問 甲子園球場見学

ネパール交流野球教室

ネパールの新聞

定時総会の様子
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当会の新たな体制
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スジーワ・ウィジャヤナーヤカ（新任）

４ ５
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ページ意向をご参照ください。

ローシャン・タパ、ナワラジ・ブジェルの言葉

　ラリグラスの会の２０周年を心からお祝いいたします。
そして、私たちを理事に任命していただいたことに感謝い
たします。今後は理事としてネパール野球発展のためによ
り一層尽力したいと思います。今後ともよろしくお願いい
たします。

大阪経済法科大学訪問 甲子園球場見学

ネパール交流野球教室

ネパールの新聞

定時総会の様子



第３回世界野球ソフトボール連盟総会

　２０１９年１１月２０日と２１日の２日間に渡り、大阪府堺市で世界野球ソフトボール連盟
（以下、ＷＢＳＣ）の総会が開催されました。総会にはネパールも含め９７の国と地域から総勢
３３０名が参加しいたしました。

総会の概要

■開催日：２０１９年１１月２０日から１１月２１日
■会場：ホテル・アゴーラリージェンシー大阪堺（大阪府堺市）
■内容
 　初日は、各種セミナーやワークショップ、各大陸の野球連盟の会議が
行われました。
　2日目は、全体会議が行われ、各部門からの活動報告、会計報告、表
彰などが行われました。また、新規加盟に対する採決も行われ、バング
ラデシュなど７つの国と地域が新たに加盟を承認されました。

ネパール代表団

　今回の総会には、ネパール野球ソフトボール連盟のディパッ

ク・ネウパネ事務局長、ネパール連邦議会のクリシナ・ダハ
ル議員、クラブチームの代表者らが来日いたしました。こ

れに当会の小林洋平（理事長＊）、イッソー・タパ（副理事

長＊）、鈴木秀利（事務局長）を加えた総勢１０名がネパー
ルの代表団として出席いたしました。

総会の様子

大阪府堺市

６ ７

　今回の総会は、大阪府堺市で開催されました。これは百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録を控える
とともに市制施行１３０年を迎える堺市が同市をアピールするために誘致して実現したものです。総会会
場では、刃物・注染和晒など堺市の伝統産業を紹介するブースも出店されていました。また、堺市は千利

休の出身地ということで茶道とも関わりが深く、会場では茶道を体験するコーナーも設置されていて、多

くの総会参加者が日本の伝統文化に触れていました。
　当会の活動は１９９９年に堺市のプール学院大学（現・桃山学院教育大学）の海外研修がきっかけと
なって始まりました。活動開始２０周年を迎えた今年、堺市で世界の野球関係者が一堂に会する会議が開
催され、当会のメンバーもこれに参加できたことには感慨深いものがございます。また、総会には桃山学
院教育大学の女子硬式野球部員もボランティアとして参加していたことも喜ばしいことでした。

茶道体験コーナー 桃山学院教育大学女子硬式野球部の皆さんと

ポニーベースボール協会
アブラハム・キー会長（左から４人目）

WBSC 山田博子 理事（左から２人目）
侍ジャパン 六角彩子 選手（中央）

全日本野球協会
山中正竹 会長（右から２人目）

ネパール代表団 WBSC
リカルド・フラッカリー会長

世界少年野球推進財団
王貞治 理事長

　今回の総会には、各国の野球連盟のほか、全日本野球協会やポニー・ベースボール協会など国内外の野
球関係団体も数多く参加していました。ネパール代表団のメンバーも折に触れてこういった団体の方々と
懇談するなどして親交を深めておりました

＊小林洋平、イッソー・タパの役職はＷＢＳＣ総会当時のものです。



第３回世界野球ソフトボール連盟総会

　２０１９年１１月２０日と２１日の２日間に渡り、大阪府堺市で世界野球ソフトボール連盟
（以下、ＷＢＳＣ）の総会が開催されました。総会にはネパールも含め９７の国と地域から総勢
３３０名が参加しいたしました。

総会の概要

■開催日：２０１９年１１月２０日から１１月２１日
■会場：ホテル・アゴーラリージェンシー大阪堺（大阪府堺市）
■内容
 　初日は、各種セミナーやワークショップ、各大陸の野球連盟の会議が
行われました。
　2日目は、全体会議が行われ、各部門からの活動報告、会計報告、表
彰などが行われました。また、新規加盟に対する採決も行われ、バング
ラデシュなど７つの国と地域が新たに加盟を承認されました。

ネパール代表団

　今回の総会には、ネパール野球ソフトボール連盟のディパッ

ク・ネウパネ事務局長、ネパール連邦議会のクリシナ・ダハ
ル議員、クラブチームの代表者らが来日いたしました。こ

れに当会の小林洋平（理事長＊）、イッソー・タパ（副理事

長＊）、鈴木秀利（事務局長）を加えた総勢１０名がネパー
ルの代表団として出席いたしました。

総会の様子

大阪府堺市

６ ７

　今回の総会は、大阪府堺市で開催されました。これは百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録を控える
とともに市制施行１３０年を迎える堺市が同市をアピールするために誘致して実現したものです。総会会
場では、刃物・注染和晒など堺市の伝統産業を紹介するブースも出店されていました。また、堺市は千利

休の出身地ということで茶道とも関わりが深く、会場では茶道を体験するコーナーも設置されていて、多

くの総会参加者が日本の伝統文化に触れていました。
　当会の活動は１９９９年に堺市のプール学院大学（現・桃山学院教育大学）の海外研修がきっかけと
なって始まりました。活動開始２０周年を迎えた今年、堺市で世界の野球関係者が一堂に会する会議が開
催され、当会のメンバーもこれに参加できたことには感慨深いものがございます。また、総会には桃山学
院教育大学の女子硬式野球部員もボランティアとして参加していたことも喜ばしいことでした。

茶道体験コーナー 桃山学院教育大学女子硬式野球部の皆さんと

ポニーベースボール協会
アブラハム・キー会長（左から４人目）

WBSC 山田博子 理事（左から２人目）
侍ジャパン 六角彩子 選手（中央）

全日本野球協会
山中正竹 会長（右から２人目）

ネパール代表団 WBSC
リカルド・フラッカリー会長

世界少年野球推進財団
王貞治 理事長

　今回の総会には、各国の野球連盟のほか、全日本野球協会やポニー・ベースボール協会など国内外の野
球関係団体も数多く参加していました。ネパール代表団のメンバーも折に触れてこういった団体の方々と
懇談するなどして親交を深めておりました

＊小林洋平、イッソー・タパの役職はＷＢＳＣ総会当時のものです。



ワールドマスターズゲームズ2021関西

　２０１９年１１月３０日に三木防災公園野球場にて「ワールドマスターズゲームズ2021
関西」の硬式野球リハーサル大会が開催されました。この大会は、２０２１年５月に関西で
開催される「ワールドマスターズゲームズ2021関西」に向けたエキシビションの試合で、
ネパールからも３名の選手が参加いたしました。

■大会名：ワールドマスターズゲームズ2021関西
　　　　　硬式野球競技リハーサル大会　アジアエキシビション
■開催日：２０１９年１１月３０日（土）
■会　場：三木総合防災公園野球場（兵庫県三木市）
■試　合：「日本マスターズ選抜」と「海外マスターズ選抜」の対戦

【日本マスターズ選抜】

　監督：桑田真澄（元読売ジャイアンツ）
　マスターズ甲子園高校野球ＯＢチーム、プロ野球ＯＢ、女子硬式野球の選手

【海外マスターズ選抜】

　監督：清水直行（元千葉ロッテマリーンズほか）
　選手：アジア５カ国（インドネシア、スリランカ、タイ、ネパール、フィリピン）の元代表選手
　スタッフ：上記各国の元代表監督

大会概要

ワールドマスターズゲームズについて
　ワールドマスターズゲームズは、国際マスターズゲームズ協会（IMGA)
が主催する、おおむね３０歳以上の成人・中高年の一般アスリートを対象
とした世界最大級の生涯スポーツの国際総合競技大会で、１９８５年から
４年に１度開催されています。

　２０２１年に開催される「ワールドマスターズゲームズ2021関西」
（WMG2019）はアジアで初めての開催となる大会で、関西各地で３５競
技５９種目が行われます。

■日程：２０２１年５月１４日（金）～５月３０日（日） 
井公式サイト：http://wmg2021.jp

大会の様子

　今回の大会は「日本マスターズ選抜」と「海外マスターズ選抜」の対戦でした。
　日本マスターズ選抜の監督は、WMG2021の大会アンバサダーで桑田真澄氏（元巨人）。その他、駒田

徳広氏（元巨人、横浜）や女子プロ野球の川端由紀氏ら総勢１６名の選手が参加いたしました。
　一方、海外マスターズ選抜の監督は、前回のワールドマスターズゲームズ（ニュージーランド・オーク

ランド）で大会アンバサダーを務めた清水直行氏（元千葉ロッテ、横浜）。選手はアジア５カ国から各国

３名ずつの元代表選手で計１６名のレジェンド・オールスターチームでした。ネパールからは、イッ
ソー・タパ、ローシャン・タパ、ナワラジ・ブジェルの３選手が出場いたしました。そのほか、スリラン
カ出身で国際審判員のスジーワ・ウィジャヤナーヤカ氏が助監督兼選手を務め、スタッフにも各国の元代
表監督が名を連ねました。
　試合は序盤に海外マスターズ選抜が序盤に６点をリードしましたが、日本マスターズ選抜が５回に一気
に逆転し、１０−８で勝利しました。ネパールでは、センターで先発出場したローシャン・タパ選手がヒッ
トを放つなど攻守にわたり活躍を見せました。

清水直行 監督 桑田真澄 監督ナワラジ・ブジェル選手

イッソー・タパ選手 ローシャン・タパ選手 スジーワ・ウィジャヤナーヤカ
助監督兼選手（左）

ネパールの選手たち



ワールドマスターズゲームズ2021関西

　２０１９年１１月３０日に三木防災公園野球場にて「ワールドマスターズゲームズ2021
関西」の硬式野球リハーサル大会が開催されました。この大会は、２０２１年５月に関西で
開催される「ワールドマスターズゲームズ2021関西」に向けたエキシビションの試合で、
ネパールからも３名の選手が参加いたしました。

■大会名：ワールドマスターズゲームズ2021関西
　　　　　硬式野球競技リハーサル大会　アジアエキシビション
■開催日：２０１９年１１月３０日（土）
■会　場：三木総合防災公園野球場（兵庫県三木市）
■試　合：「日本マスターズ選抜」と「海外マスターズ選抜」の対戦

【日本マスターズ選抜】

　監督：桑田真澄（元読売ジャイアンツ）
　マスターズ甲子園高校野球ＯＢチーム、プロ野球ＯＢ、女子硬式野球の選手

【海外マスターズ選抜】

　監督：清水直行（元千葉ロッテマリーンズほか）
　選手：アジア５カ国（インドネシア、スリランカ、タイ、ネパール、フィリピン）の元代表選手
　スタッフ：上記各国の元代表監督

大会概要

ワールドマスターズゲームズについて
　ワールドマスターズゲームズは、国際マスターズゲームズ協会（IMGA)
が主催する、おおむね３０歳以上の成人・中高年の一般アスリートを対象
とした世界最大級の生涯スポーツの国際総合競技大会で、１９８５年から
４年に１度開催されています。

　２０２１年に開催される「ワールドマスターズゲームズ2021関西」
（WMG2019）はアジアで初めての開催となる大会で、関西各地で３５競
技５９種目が行われます。

■日程：２０２１年５月１４日（金）～５月３０日（日） 
井公式サイト：http://wmg2021.jp

大会の様子

　今回の大会は「日本マスターズ選抜」と「海外マスターズ選抜」の対戦でした。
　日本マスターズ選抜の監督は、WMG2021の大会アンバサダーで桑田真澄氏（元巨人）。その他、駒田

徳広氏（元巨人、横浜）や女子プロ野球の川端由紀氏ら総勢１６名の選手が参加いたしました。
　一方、海外マスターズ選抜の監督は、前回のワールドマスターズゲームズ（ニュージーランド・オーク

ランド）で大会アンバサダーを務めた清水直行氏（元千葉ロッテ、横浜）。選手はアジア５カ国から各国

３名ずつの元代表選手で計１６名のレジェンド・オールスターチームでした。ネパールからは、イッ
ソー・タパ、ローシャン・タパ、ナワラジ・ブジェルの３選手が出場いたしました。そのほか、スリラン
カ出身で国際審判員のスジーワ・ウィジャヤナーヤカ氏が助監督兼選手を務め、スタッフにも各国の元代
表監督が名を連ねました。
　試合は序盤に海外マスターズ選抜が序盤に６点をリードしましたが、日本マスターズ選抜が５回に一気
に逆転し、１０−８で勝利しました。ネパールでは、センターで先発出場したローシャン・タパ選手がヒッ
トを放つなど攻守にわたり活躍を見せました。

清水直行 監督 桑田真澄 監督ナワラジ・ブジェル選手

イッソー・タパ選手 ローシャン・タパ選手 スジーワ・ウィジャヤナーヤカ
助監督兼選手（左）

ネパールの選手たち



第54回（2019年7月2日掲載）「政府機関とのつながり」

第56回（2019年11月8日掲載）
「ネパールへの直行便」

　当会では、２０１５年４月より、野球日本代表「侍ジャパン」の公式ウェブサイト内のコラム
「世界の野球」において「ヒマラヤを北に臨む国ネパールの野球」と題したネパール野球を紹介
する記事を執筆させていただいております（不定期更新）。ここに、最近のコラムの中から２つ
の記事を紹介させていただきます。

侍ジャパン  公式ウェブサイト コラム「ヒマラヤを北に臨む国、ネパールの野球」

URL：http://www.japan-baseball.jp/jp/news/tag/ネパール

　去る８月２９日、関西空港とカトマンズの間で直行便の運航が2007年以来12年ぶりに再開された。
当日行われた就航式典には、駐日ネパール大使のプラティバ・ラナ氏も出席し、直行便の再開が祝わ
れた。直行便は週３便（火・木・土）。関西空港からカトマンズを約7時間で結んでいて、日本とネ
パールを結ぶ唯一の直行便となっている。

　以前、直航便が運航されていたころ、私を含め、ネパール野球関係者の多くも直航便を頻繁に利用
してネパールを訪れていた。ネパールへの直航便が無くなってからは、東南アジアや中国などで乗り
継いでネパールへ行っていたので、渡航に時間がかかっていた。また、最近では、ＬＣＣの台頭もあ
るが、ＬＣＣは手荷物に別料金がかかることが多く、利用しにくい場合もある。というのも、私たち
はネパール野球の活動のひとつとして日本でネパールへの野球道具の寄付を募っており、日本でご寄
付いただいた野球道具は、スタッフがネパールへ赴く際の手荷物として運ぶことが多い。海外への物
資の運搬は、私たちだけではなく、国際的な活動を行っている多くのＮＰＯなどが共通で抱えている
課題である。船便や航空貨物として送ることも考えられるが、輸送費も安くはない。また、船便は航
空貨物より安価ではあるが、ネパールのような内陸国では、船便で送ることは難しい。その中で、手
荷物として運ぶ方法は費用や利便性から考えて、現実的な選択肢である。そういった観点でも、直航
便の復活は大きな意味がある。

　ところで、直航便が無かった間、ネパールでは王政が廃止され、連邦共和制に移行するという激動
の時期を迎えた。ネパール航空も以前は「ロイヤル・ネパール航空」という名称であったが、現在で
は名称から「ロイヤル」が無くなっている。また、2015年には新憲法も公布されている。新憲法が公
布された９月２０日は「憲法の日」となっており、先日、東京でその憲法の日を祝う在日ネパール大
使館主催のパーティーが行われた。ちなみに、駐日ネパール大使のプラティバ・ラナ氏はネパール野
球ソフトボール協会の会長の親戚でもある。

　パーティーの式辞の中でプラティバ・ラナ大使も述べていたが、日本とネパールの人の往来は益々
増えていく。また、ネパールが新たに導入された特定技能ビザの対象国となったことで、両国の結び
つきは更に強くなる。そんな中、ネパール政府は2020年に200万人の来訪者を目指した「ネパール訪
問年2020（Visit Nepal 2020）」というキャンペーンを展開している。

前回のコラムの中で、第2回ネパール全国野球大会の開会式に国家スポーツ評議会のピタンバル・
ティムシナ副会長が主賓として臨席したことを紹介した。この国家スポーツ評議会というのは、ネ
パールの青年・スポーツ省の関連団体で、ネパール政府に認可されたネパールにおけるスポーツを統
括する唯一の組織である。その傘下には、各競技の連盟や協会等、約130個のスポーツ団体があり、
ネパール・オリンピック委員会およびネパール野球ソフトボール協会もその一つである。

　ところで、去る5月22日から4日間に渡り、前述のピタンバル・ティムシナ副会長を含め、ネパール
からスポーツ関係の役員4名が来日した。来日したのは、同副会長のほかに、ネパール野球ソフト
ボール協会のディパック・ネウパネ事務局長とナラヤン・ガルティ理事、カトマンズ地区野球ソフト
ボール協会のドルバ・リジャル会長である。今回、4名の役員が来日した目的は、来年にオリンピッ
クを控えた東京で、野球をはじめとした日本のスポーツ事情を見聞することにあった。来日した4名
は東京に4日間滞在し、スポーツ庁、全日本野球協会、日本野球機構、ネパール大使館などを表敬訪
問したほか、東京ドームでのプロ野球観戦、両国国技館での大相撲観戦などの活動を行った。

　各所を訪問する中で、4名はスポーツ庁の藤江陽子審議官、全日本野球協会の山中正竹会長（アジ
ア野球連盟副会長）、プラティバ・ラナ駐日ネパール大使などの方々にお会いし、日本とネパールの
友好協力関係やスポーツを通した交流について懇談した。各所での懇談は大いに話が弾むとともに、
ネパール側からは日本では普段はあまり目にする機会も無いであろうネパールのスポーツ事情につい
て紹介することもできた。また東京ドームでは、巨人対横浜DeNA戦を観戦したほか、試合前にはグ
ラウンド上で練習を見学した。4名は大規模な球場と4万人を超える観客を集めて行われる野球の試合
を観ることで、日本での野球の人気を肌で感じていた。

　東京での一連の活動を終えて、ピタンバル・ティムシナ氏は「日本で多くの方々とお会いして話が
できたことは、大変有意義で学ぶところも多かったです。皆様にネパールのスポーツに対し興味を
持っていただくこともできました。また、プロ野球や相撲を観て、日本では非常に多くの人々がス
ポーツを楽しんでいることを実感しました。今後もスポーツを通じて日本との友好促進に務めていき
たいと思います」と感想を述べた。

20年前にゼロから始まったネパール野球であるが、近年では、ネパールの政府機関でも野球の認知度
が高まっている。ネパールでのスポーツの発展には、国による支援も重要な要素である。
　そして現在、ネパール代表チームが7月15日からスリランカで開催される「第14回BFA西アジア野
球大会2019」に向けて練習に励んでいる。様々な問題を抱えながらもネパール野球は一歩一歩進んで
いる。西アジア野球大会まで残りわずかである。

　２０年前のネパール野球の活動開始当初、日本に住むネ
パール人は３千人程度であったが、現在では９万人近くに
も増加しており、東京ではネパール人学校も設立されてい
る。また、最近ではＳＮＳの発達により、様々な情報が相
互に行き交っている。その情報は玉石混交な部分もある
が、それはネパールがそれだけ身近な国となったことの証
でもあろう。このような状況の中で運航が再開された直行
便により、ネパールへの来訪者が増え、ネパールとの交流
の輪がさらに広がることを期待している。
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　２０１９年７月１５日から６日間に渡り、スリランカのコロンボ
で「第１４回ＢＦＡ西アジア野球大会2019」が開催され、ネパー
ルも出場いたしました。また、この大会は２０２０年の東京オリン
ピックへの実質的な１次予選でもありました。以下、今回の大会に
ついてご紹介いたします。

■大会名：14TH BFA WEST ASIA BASEBALL CUP 2019

■開催日：２０１９年７月１５日（月）から７月２０日（土）
■会　場：Japan – Sri Lanka Friendship Baseball Ground 
　　　　　　　　　　　　　　　　（スリランカ・コロンボ）
■参加国：バングラデシュ、インド、イラン、
　　　　　ネパール、パキスタン、スリランカ
■試合方式：予選リーグと決勝トーナメント、順位決定戦

予選リーグ
（グループＡ）インド、ネパール、スリランカ
（グループＢ）バングラデシュ、イラン、パキスタン
＊各グループの上位２チームが決勝トーナメントに進出。
　３・４位、５・６位決定戦も行う。

大会概要

大会結果

「＊」はコールドゲーム

　ネパールは７チームから選抜された２１名の代表選手で今大会に
臨みました。しかし、予選グループでスリランカとインドに破れ、
決勝トーナメントへの進出はなりませんでした。また、５位決定戦
でもバングラデシュに破れ、最下位となりました。ネパールには、
ベンチワークも含めて様々なミスがあり、残念な結果に終わってし
まいました。大会はスリランカが決勝でパキスタンを下し、２大会
連続の優勝を果たしました。
　優勝したスリランカと準優勝のパキスタンは、１０月に台湾で行
われた「第２９回ＢＦＡアジア野球選手権」に進出いたしました。

準決勝

５位決定戦

３位決定戦

スリランカ イラン

パキスタン インド

バングラデシュ

インド イラン
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大会の様子

ネパール代表チーム

サグン・キチャジュ選手（バクタプル）

　良い大会でしたが、残念ながら負けてしまい東
京オリンピック出場の夢は叶いませんでした。
バッティングなど他国との差はまだまだあると痛
感しました。この経験を活かし、もっと練習して
次回に繋げていきたいと思います。

オリンピック予選
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優勝したスリランカ代表チーム

ネパール代表チーム

　今回の西アジア野球大会は２０２０年の東京オリンピックへの実質
的な１次予選でもありました。今大会で優勝したスリランカと準優勝
のパキスタンは、１０月に台湾で行われ、東京オリンピックへの実質
的な２次予選でもある「第２９回ＢＦＡアジア野球選手権」で東アジ
アの国々と戦いました。同大会には８カ国が出場し、オリンピック出
場を決めている国を除いた上位２カ国に入れば最終予選であるイン
ターコンチネンタル予選に進出することができましたが、スリランカ
は７位、パキスタンは８位となり、両国ともオリンピック出場はなり
ませんでした。

Japan – Sri Lanka Friendship 
Baseball Ground 

１位　台湾
２位　日本
３位　中国
４位　韓国
５位　フィリピン
６位　香港
７位　スリランカ
８位　パキスタン

第29回
ＢＦＡアジア野球選手権

最終順位

各国代表チームの主将 バングラデシュ戦 ネパール代表チームのベンチ

ラジェス・バスネット投手（ポカラ）
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ネパール野球の歩みネパール野球の歩み

15

1999年
● プール学院大学のネパール研修中にネパールでは野球が全く知ら
れていないことを知る。赤松弘章を中心にネパール野球紹介活動
グループが発足。現地ＮＧＯ「ＥＳＯＤＥＣ」とともに活動を開
始。（2月）

● アマ・シン・セカンダリースクールの学生２０名に「これがボー
ルです」と道具の説明から野球交流活動がスタート（9月）

2000年
● 野球が続けられていたのを確認し、ルールを中心とした紹介。

● 元阪神タイガース監督の吉田義男氏からご指導をいただく。

● アマ・シン・セカンダリースクールで２チームを作り、対抗戦
を開催。

2001年
● 現地指導者として花倉雄宇也を派遣（2001年3月～2002年3月）。

● 初のポカラ市内学校対抗トーナメント大会を開催。

2002年
● 現地指導者として園田健弥を派遣（2002年5月～2003年3月）。

● ネパール語の野球ルールブックを作成。

2003年
● カトマンズ大学で野球紹介活動。ポカラ選抜と試合を行なう
（ポカラ選抜が勝利）。

吉田義男氏のご指導
（2000年）

ポカラでの大会
（2001年）

現地指導者派遣

活動当初

　当会は１９９９年の活動開始以来、野球を通じたネパールとの
交流を目的とし、様々な活動を行ってまいりました。ここで、こ
れまでの当会ならびにネパール野球の歩みをご紹介したします。

14

社会人硬式野球クラブチーム NineForce

初の公式戦

　当会は奈良県山添村を本拠地として活動している社会人硬式野球クラブ
チーム「NineForce （ナインフォース）」の運営母体となっております。
　以下、NineForceの活動についてご報告いたします。

　本年４月に、日本野球連盟（奈良県連盟）への加盟を承認
されましたNineForceですが、１０月２６日にチームとして

初の公式戦となる「奈良県知事杯第２３回大学・社会人野球
大会」へ出場、橿原市総合運動公園野球場で奈良アンビショ
ンズと対戦いたしました。
　試合は、３回にNineForceが先制しましたが、終盤に追い
つかれ、１対１のまま延長戦・タイブレークに突入。先攻の
NineForceは１１回裏に二死まで奪い、満塁策を取りました
が、最後は内角を攻めた結果、死球となり、サヨナラ負けと
なりました。

「Yomiっこ」での紹介

　読売新聞系列の月刊誌「Yomiっこ12月号」（発刊エリア：
奈良・京都府南部・三重伊賀エリア）でNineForceの紹介が
掲載されました。

　NineForceの活動エリアと発刊エリアが完全に一致してい

るため、これらのエリアへのPRと選手やマネージャーの入
団、応援いただける方々が増えることを期待しています。

藤森稔人監督の言葉

　前身のチームから数えると９年半。硬式
野球普及を目的に、様々な取り組み、工夫
を既成概念に縛られず、有志で集まった野
球経験を問わない一般人だけで創り上げて
きた社会人硬式野球クラブチームが、遂に
連盟加盟・公式戦出場という大目標を達成
することができ、感無量です。
　これまで我がチームを支えてくれた
方々、ご指導などしていただいた方々には
深く感謝申し上げます。

選手・マネージャー・スタッフ募集中

 　コンセプトは「硬式野球がしたい、挑戦したい人にその環境を提供する」。硬式野球が好き、プレー
したい、携わってみたい、挑戦したい、その思いのある方でしたら男女、年齢、経験は問いません。
　２０１９年より奈良県野球連盟に加盟しましたが、私たちはまだまだチームの人数を増やさないとい
けません。新しい概念での野球活動をモットーにしているので、「厳しそう」「レベル高そう」という
イメージは一旦置いてください。選手だけではなく、マネージャーや指導者等のスタッフも募集してい
ます。興味のある方、是非ご連絡お待ちしております。

■ホームページ：https://www.9force.net/ ■メール：baseball@9force.net

Yomiっこ 12月号
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N.K Signh Memorial EPS SchoolN.K Signh Memorial EPS School

2005年
● ホームページを開設。

● LALIGURANS草野球チーム始動。

草野球チーム・ラリグラス

2006年
● 1996年から行われていたネパール内戦が終結。

● 現地事務所兼日本語学校としてポカラハウスを設立（10月）。

● 現地指導者として小林洋平を派遣（2006年8月～2007年3

月）、ポカラハウスの設立と運営にも関わる。

● 日本語教師として糸賀恵理子（2006年9月～2007年12月）、
小林剛史（2006年9月～2008年４月）を派遣。

● ポカラハウスのスタッフとしてネパール人５名を雇用。

● 第１回ポカラ・ベースボール・トーナメント開催（11月）。

2007年
● ワンワールドフェスティバルに初出展（2月）。

● 日本語教師として峯尾なつみを派遣（2007年3月～2008年3月）。

● 現地指導者として藤岡恭兵を派遣（2007年７月～2008年５月)。

● カトマンズとバクタプルで野球を紹介。

● 第２回ポカラ・ベースボールトーナメント開催（3月）。

2008年
● 第３回ポカラ・ベースボールトーナメント開催（4月）。

● バクタプルにて、ポカラ、カトマンズの２チーム、バクタプル
の計４チームによるトーナメント大会を開催。

2009年
● ポカラハウス閉鎖（2月）。

● 現地指導者として原田篤を派遣（2009年7月～9月）。

● イッソー・タパを日本に招聘、ネパール人として初めて
プロ野球独立リーグの入団テストを受験（11月）。

ポカラハウスのスタッフ
 （2006年）

ワンワールドフェスティバル
（2007年）

ポカラ・ベースボール・
トーナメント（2008年）

イッソー・タパのトライアウト
（2009年）

17

2010年
● イッソー・タパを日本に再び招聘、関西独立リーグ
大阪ホークスドリーム（監督：門田博光氏）に入団
しネパール人初のプロ野球選手誕生（11月）

● ネパール野球ソフトボール協会設立（会長：Asit
SJB Rana）。

2011年
● パキスタンで第１回南アジア野球選手権開催。ネパール初の国際試合。ネパール代表チーム参加への
支援活動を行う。

● ネパールが世界ランク５５位にランクイン。

● イッソー・タパが０６ＢＵＬＬＳ（監督：村上隆行氏）に移籍。０６ＢＵＬＬＳと提携。

2012年
● イッソー・タパ、０６ブルスを退団。（11月）

● パキスタンPunjab International Sports Festival 2012にて銅
メダル獲得。（11月）

● 東北楽天の秋田佳紀コーチによるトレーニング講習会を開催。
（12月）

第１回南アジア野球選手権
（2011年）

パンジャブ・スポーツ・
フェスティバル（2012年）

イッソー・タパ、大阪ホークス
ドリーム入団（2010年）

2004年
● 野球交流活動に参加したＯＢ・ＯＧが中心となり、ネパールで
野球「ラリグラスの会」が発足、小林洋平が代表に就任。

● 現地指導者として三浦昌広を派遣（2004年4月～10月）

● シャム・グルン（ネパール人指導者）を育成。

イッソー・タパ、06BULLSに移籍
（2011年）
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N.K Signh Memorial EPS School

ネパール復興支援野球大会
（2016年）

2014年
● 日本テレビ「Going Sports&News」がネパール野球を現地取材。
（4月）

● 「日本・ネパール野球交流プログラム２０１４」を実施。ネパール
から少年野球選手団を日本に招き、各地で親善試合などを行なう。
（8月）

2015年
● 日本国政府が推進するスポーツを通じた国際貢献事業「SPORT

FOR TOMORROW」のコンソーシアム会員になる。（3月）

● バクタプルで学校対抗野球大会を開催（3月）

● ネパール語の新ルールブックを作成（3月）

● 東京のネパール人学校、エベレスト・インターナショナル・ス
クールで野球交流会を実施。（4月）

● ネパールで４月２５日に大地震発生。小林理事長と鈴木事務局
長がネパールに赴き、現地の状況を調査するとともに、バクタ
プルの被災者に支援物資を手渡す。（5月～）

● 中国のMLBアカデミーにネパール人指導者2名を派遣（6月）

● 現地指導者として重田大輝を派遣。

● 東京都板橋区・高島第三小学校にて「南アジア交流野球教室」
を開催。（11月）

2016年
● 社会人硬式野球クラブチーム「NineForce（ナインフォー
ス）」の運営母体となる。（1月）

● Ｊリーグ等が中心となり開催されたネパール防災スポーツ教室
に参加（2月）

● カトマンズで「ネパール復興支援野球大会」開催（4月）

● 東京のネパール人学校、エベレスト・インターナショナル・ス
クールで野球交流会を実施。（5月）

● ネパールとインドの野球協定が結ばれる。（8月）

● 東京・代々木公園で開催されたネパールフェスティバル2016に
て海外在住ネパール人協会より表彰を受ける。（8月）

● 東京都・高島第三小学校および舟渡小学校で「南アジア交流野
球教室２０１６」開催。（11月）

日本・ネパール野球交流
プログラム2014

震災復興支援物資の配布
（2015年）

南アジア交流野球教室
（2015年）

ネパール防災スポーツ教室
（2016年）

2017年
● ゴルカクルーのコーチ陣が来日研修。（1月）

● 第13回ＢＦＡ西アジア野球大会出場。国際大会初勝利。（2月）

● ＳＦＴＣ全体会議でスポーツ庁長官より感謝状を授与される。
（7月）

● ニスチョル・ケーシー君が北海道ベースボールアカデミーの研修
プログラムに参加（7月）

● ネパール代表選手２名が来日、０６ＢＵＬＬＳの練習生となり
３ヶ月間に渡り研修を行う。（8月）

● 東京都板橋区・舟渡小学校で「南アジア交流野球教室２０１７」
開催。（11月）

スポーツ庁長官感謝状授与
（2017年）
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2019年
● 第２回ネパール全国野球大会開催（5月）。 

● ネパール国家スポーツ評議会副会長らが来日（5月）。 

● 第１４回ＢＦＡ西アジア野球大会出場（7月）。

● 世界少年野球推進財団主催の野球教室にネパールが２年連続で招待
される（8月）

● 活動開始２０周年を迎える（9月）。

● 新理事のローシャン・タパ、ナワラジ・ブジェル来日（11月）。

● 小林洋平に変わり、イッソー・タパが理事長に就任。スジーワ・
ウィジャヤナーヤカが顧問に就任（12月）。

● ２０周年記念パーティー開催（12月）。

2018年
● グワハーティー（インド）で開催されたPRESIDENTIAL CUPで
ネパール代表が銀メダル獲得。（4月）

● 世界少年野球推進財団主催の野球教室にネパールが５年ぶりに招
待される（8月）

● 多目的グラウンド「シリクール・ラリグラス・フィールド」開所
（9月）

東大阪・パキスタン友好試合
（2013年）

国際野球連盟総会（2013年）

世界少年野球フェア（2013年）

2013年
● ネパールに１トンの野球道具を輸送し、ネパールから感謝状授
与。（2月）

● 国際野球連盟（IBAF）の総会にネパールが初参加し、加盟が
承認される。（4月）

● ネパールと友好関係にあるパキスタン野球連盟から依頼があり
パキスタン東大阪友好親善試合の実施（6月）。また、12月に
パキスタン野球連盟から表彰される。

● NPO法人ネパール野球ラリグラスの会へ名称変更（８月）

● ネパール野球15周年式典開催（8月）

● 世界少年野球推進財団主催（理事長：王貞治氏）の野球教室に
ネパール（選手5名と役員１名）が招待される（8月）

● ネパール人指導者２名が来日、短期研修実施（8月）

● スリランカで第１回西アジア野球審判講習会が開催。アビ
シェック・カリキが参加。（11月）

● 第２回インド・プレミアリーグに10名派遣予定も国内デモの影
響で参加できず。（11月）

● イランの不参加によりパキスタンで開催された第11回西アジア
カップに急遽出場。小林洋平がネパール代表監督に就任し、監
督賞を受賞。（12月）

シリクール・ラリグラス・フィールド
（2018年）

イッソー・タパ理事長就任
（2019年）
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ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラスの会  会報誌

■会費、寄付金お振込先　
　【銀行】三菱ＵＦＪ銀行　城東支店　普通口座 0187650
   【郵便振替】口座番号 00950-8-165088
　　　　ＮＰＯ法人 ネパール野球ラリグラスの会
（問い合せ先） info@nepalbaseball.net

ひとりでも多くの方のご協力をよろしくお願い申し上げます。

野球道具のご寄付
但し、バット、衣類・靴類のご寄付は
新品に限りお受けしております。

講演のご依頼
３月までの予定は決まっておりますので、
４月以降の日程でご検討ください。

　ネパール野球を応
援していただける方
を広く募集いたして
おります。

　お知り合い・ご友
人の方々にもネパー
ル野球をご紹介いた
だけるとありがたい
です。

会員・スポンサー募集中

当会はの活動は会費、寄付金で
成り立っております。

スタッフ募集中

活動をお手伝いいただけるスタッフ
を募集いたしております。

「これがボールです」。1999年9月にアマシン・セカンタリースクールの生徒20人への道具の説明から活動が始まる。

世界野球ソフトボール連盟総会（2019年）


